
主目的 1 5 1

副目的

款 項 目 大 中

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

回収された資源ごみや不法投棄された廃家電の適正な再資源化を図る。

内容

（手段）

分別収集されたプラスチック製容器包装の選別を実施するとともに不法投棄された廃家電

の再資源化を実施。

「資源回収ステーション」での資源の常時回収を委託により実施。選別して指定の処理施設

に運搬する。

【25直接経費の内訳】

　プラスチック製容器包装選別梱包委託料（105,865千円）

　資源回収ステーション管理委託料（3,533千円）

　分別基準適合物再商品化委託料（1,084千円）

　特定家庭用機器廃棄物再商品化等手数料（342千円）

　粗大ごみ修理委託料（378千円）

　自転車修理委託料（722千円）

   修繕料（53千円）

【26直接経費の内訳】

　プラスチック製容器包装選別梱包委託料（111,000千円）
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廃棄物の処理及び清掃に関する法律、容器包装リサイクル法、家電リサイクル法、小牧市
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　プラスチック製容器包装選別梱包委託料（111,000千円）

　資源回収ステーション管理委託料（4,950千円）

　分別基準適合物再商品化委託料（3,500千円）

　特定家庭用機器廃棄物再商品化等手数料（774千円）

　粗大ごみ修理委託料（1,156千円）

　自転車修理委託料（891千円）

   修繕料（200千円）

【25その他財源の内容】

　再商品化合理化拠出金（3,688千円）

　有償入札拠出金（15,503千円）

【26その他財源の内容】

　再商品化合理化拠出金（3,000千円）

　

○26年度実施内容

　25年度と同様に実施する。
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達成状況

市民生活から排出されたプラスチック製容器包装等の処理が適正に行えた。
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事業実施におけ

る課題

家電リサイクル法の施行に伴い、破棄する際にリサイクル料金が必要なことから、集

積場への不法投棄が多発しており苦慮している。
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一次評価のとおり。

剪定枝の回収を実施すること。

拡　大

方向性の判定

事業を縮小・

廃止したときの

影響

判　定　理　由方向性の判定

拡　大

市民に対し広報等を通じ啓発を行い資源ごみの再資源化率を高める。

また、第２資源回収ステーションを７月から開設（土日のみ）する。
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２７年度以降

の改善案

引き続き市民に対し広報等を通じ啓発を行い資源ごみの再資源化率を高める。

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

剪定枝の回収に着手する必要性があると判断し拡大とする。

また、市民生活から排出されたプラスチック製容器包装等の再資源化が適正になさ

れており、今後も継続して実施していく。

判定理由

市民生活から排出されたプラスチック製容器包装等の再資源化が図れなくなる。

対象の拡大や手段の充実等により、事業のボリュームを拡

大すべきもの

２６年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）


